
し
て
立
て
た
加
入
数
に
対
す
る

加
入
実
績
と
12
月
末
時
点
で
の

加
入
推
移
な
ど
現
状
を
出
席
し

た
支
部
代
表
者
へ
説
明
す
る
と

　

皆
さ
ん
の
職
場

の
人
間
関
係
は
良

好
で
し
ょ
う
か
？

仕
事
を
す
る
上
で

人
間
関
係
は
重
要

で
あ
り
、
悪
化
す

る
と
仕
事
に
も
影

響
を
及
ぼ
す
。
誰

も
が
人
間
関
係
が

良
好
な
職
場
で
働
き
た
い
だ
ろ

う
▼
国
内
外
の
心
理
研
究
に
お

い
て
最
も
頻
繁
に
挙
げ
ら
れ
る

根
本
的
な
ス
ト
レ
ス
の
要
因
は

人
間
関
係
で
あ
る
と
さ
れ
て
お

り
、
厚
生
労
働
省
が
発
表
し
た

「
労
働
安
全
衛
生
調
査
（
令
和

４
年
）」
に
よ
る
と
、
仕
事
で

強
い
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
る
要
因

と
し
て
「
職
場
の
人
間
関
係
」

が
27
・
７
％
と
高
い
割
合
を
占

め
て
い
る
▼
自
ら
人
間
関
係
を

悪
化
さ
せ
よ
う
と
す
る
人
間
は

い
な
い
と
思
う
が
、
ち
ょ
っ
と

し
た
行
動
で
も
人
間
関
係
が
悪

化
す
る
こ
と
を
皆
さ
ん
に
知
っ

て
も
ら
い
た
い
。
例
え
ば
、
自

分
の
思
い
通
り
に
な
ら
な
い
と

不
機
嫌
に
な
り
、
物
に
当
た
る
、

人
へ
の
接
し
方
が
乱
暴
に
な
る

な
ど
、
こ
う
い
っ
た
行
動
が
周

り
か
ら
見
た
ら
ス
ト
レ
ス
と
感

じ
て
し
ま
い
、
職
場
の
人
間
関

係
が
悪
化
す
る
要
因
に
も
な
り

得
る
▼
も
し
か
し
た
ら
自
分
も

例
に
挙
げ
た
行
動
を
し
て
い
た

か
も
し
れ
な
い
と
一
度
、
自
分

の
心
に
問
い
か
け
て
ほ
し
い
。

人
間
関
係
が
良
好
な
職
場
に
す

る
た
め
に
ま
ず
は
適
切
な
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
心
掛
け
、

信
頼
関
係
を
築
く
こ
と
か
ら
始

め
て
み
よ
う
。

　

▲昨年度に盛岡支部で行われた加入促進会議のようす
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２
０
２
５
年
度
は
新
規
採
用

職
員
の
加
入
促
進
対
策
と
し

て
、
【
重
点
①
】
各
支
部
・
分

会
で
の
組
織
的
な
取
り
組
み
の

強
化
・
徹
底
【
重
点
②
】
新
採

用
者
・
未
加
入
者
の
ニ
ー
ズ
把

握
と
継
続
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
の

徹
底
【
重
点
③
】
青
年
層
の
主

体
的
・
組
織
的
な
声
掛
け
の
仕

組
み
構
築
の
３
つ
を
重
点
に
し

て
取
り
組
み
を
進
め
て
き
た
。

　

ま
た
、
新
採
用
者
の
声
掛
け

の
重
点
期
間
の
取
り
組
み
と
し

て
最
低
年
６
回
（
①
着
任
時
②

新
採
用
研
修
前
後
（
４
月
〜
５

月
・
ス
タ
ー
ト
ダ
ッ
シ
ュ
時
）

③
７
月
（
職
場
定
着
時
）
④
９

月
（
本
採
用
前
）
⑤
12
月
⑥
２

月
）
は
新
採
用
職
員
と
重
点
的

に
接
す
る
機
会
を
設
け
る
こ
と

を
提
起
し
て
き
た
。
各
支
部
に

お
い
て
、
学
習
会
や
交
流
会
に

未
加
入
の
新
採
用
職
員
を
誘

い
、
同
年
代
の
青
年
層
か
ら
の

学
習
・
交
流
の
機
会
を
青
年
婦

人
部
が
主
体
的
に
設
け
、
新
採

用
職
員
に
対
し
て
仕
事
を
し
て

い
く
上
で
役
に
立
つ
自
分
た
ち

の
賃
金
・
諸
手
当
や
休
暇
制
度

な
ど
を
組
合
主
催
の
学
習
会
で

学
べ
る
事
、
職
場
を
越
え
た
交

流
は
人
脈
や
経
験
を
積
め
る
機

会
で
あ
る
こ
と
を
伝
え
、
加
入

に
つ
な
が
っ
た
ケ
ー
ス
、
一
方

で
、
新
採
用
者
が
学
習
会
や
交

流
会
に
毎
回
参
加
し
て
く
れ
る

が
、
な
か
な
か
加
入
に
は
至
ら

な
か
っ
た
ケ
ー
ス
も
支
部
か
ら

報
告
が
あ
が
っ
た
。

　

過
年
度
採
用
者
の
加
入
促
進

に
お
い
て
は
、
未
加
入
者
と
の

日
々
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

で
関
係
性
を
築
き
上
げ
、
加
入

に
つ
な
が
っ
た
ケ
ー
ス
も
あ
っ

た
。
２
０
２
６
年
２
月
１
日
時

点
で
の
新
採
用
加
入
者
は
38
人

（
新
採
用
者
数
１
６
５
人
。
23

％
）
、
過
年
度
採
用
を
含
め
た

加
入
者
は
51
人
と
な
り
、
昨
年

同
時
期
と
ほ
ぼ
横
ば
い
で
あ

る
。
も
っ
と
も
組
織
を
維
持
し

て
い
く
た
め
に
も
加
入
率
５
割

の
目
標
に
は
到
達
し
て
い
な
い

こ
と
、
更
に
は
年
度
後
半
を
中

心
に
新
採
用
加
入
の
取
り
組
み

が
進
ん
で
い
な
い
状
況
も
見
受

け
ら
れ
て
お
り
、
依
然
と
し
て

組
織
維
持
は
危
機
的
な
状
況
と

な
っ
て
い
る
。

　

１
月
９
日
〜
10
日
に
開
催
さ

れ
た
自
治
労
岩
手
県
本
部
春
闘

討
論
集
会
県
職
労
分
科
会
に

て
、
４
月
に
各
支
部
で
目
標
と

と
も
に
、
２
０
２
６
年
度
の
新

採
用
職
員
・
過
年
度
採
用
未
加

入
者
の
加
入
促
進
に
向
け
た
取

り
組
み
の
案
と
し
て
、
そ
れ
ぞ

れ
の
時
期
に
本
部
・
支
部
・
分

会
が
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を

展
開
し
て
い
く
の
か
の
提
起
と

実
際
に
４
月
以
降
に
新
採
用
職

員
に
配
布
す
る
資
料
（
案
）
を

提
示
し
、
支
部
代
表
者
か
ら
の

改
善
意
見
の
集
約
を
行
っ
た
。

　

２
０
２
６
年
度
の
加
入
促
進

に
向
け
て
２
月
14
日
に
各
支
部

の
役
員
・
青
年
婦
人
部
員
役

員
・
書
記
を
対
象
と
し
た
新
採

用
職
員
加
入
対
策
会
議
を
集
合

形
式
開
催
し
、
加
入
促
進
に
向

け
た
取
組
み
を
補
強
し
て
い
く
。

　

加
入
促
進
の
ラ
ス
ト
ス
パ
ー

ト
に
向
け
、
再
度
の
声
か
け
を

お
願
い
し
た
い
。

　

今
年
度
も
あ
と
２
か
月
を
切
り
、
来
年
度
の
新
採
用
職
員
の

加
入
促
進
に
向
け
、
本
部
・
支
部
・
分
会
で
も
取
り
組
み
を
進

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
あ
る
が
、
今
年
度
最
後
の
取
り
組
み
と

し
て
各
支
部
・
分
会
で
再
度
の
声
か
け
を
お
願
い
し
た
い
。

大
き
く
下
が
っ
た
。
平
和
憲
法

を
護
り
、
地
方
自
治
確
立
、
住

民
本
位
の
政
治
を
め
ざ
す
た

め
、
県
職
労
は
今
後
も
各
級
選

挙
で
推
薦
候
補
者
の
必
勝
に
全

力
を
挙
げ
て
い
く
。

　

２
月
８
日
、
衆
議
院
議
員
総

選
挙
の
投
開
票
が
行
わ
れ
た
。

衆
議
院
解
散
か
ら
総
選
挙
公
示

ま
で
４
日
と
い
う
極
め
て
短
い

日
程
の
中
で
、
県
職
労
は
、
岩

手
１
区
「
し
な
た
け
し
」
、
岩

手
３
区
「
小
沢
一
郎
」
、
比
例

代
表
「
中
道
改
革
連
合
」
を
推

薦
し
て
取
り
組
ん
だ
。
岩
手
２

区
に
つ
い
て
は
「
反
自
民
」
の

立
場
で
支
援
の
取
り
組
み
を
進

め
る
こ
と
と
し
た
。

　

岩
手
１
区
で
は
、
一
部
報
道

機
関
が
自
民
党
候
補
の
当
選
確

実
を
先
行
し
て
伝
え
た
が
、
開

票
が
進
ん
だ
結
果
逆
転
し
、
結

果
的
に
は
「
し
な
た
け
し
」
が

小
選
挙
区
で
の
８
期
め
の
当
選

を
果
た
し
た
。
自
民
党
候
補
は

比
例
復
活
当
選
し
た
。

　

岩
手
２
区
で
は
、
投
票
終
了

と
同
時
に
自
民
党
候
補
が
当
選

確
実
と
な
っ
た
ほ
か
、
国
民
民

主
党
候
補
が
比
例
復
活
当
選
し

た
。

　

岩
手
３
区
は
、
投
票
終
了
と

同
時
に
自
民
党
候
補
が
当
選
確

実
と
な
り
、
20
選
を
め
ざ
し
た

「
小
沢
一
郎
」
は
次
点
で
、
比

例
復
活
も
か
な
わ
な
か
っ
た
。

　

比
例
代
表
は
、
新
た
に
結
成

さ
れ
た
「
中
道
改
革
連
合
」
で

の
拡
大
を
図
っ
た
が
、
東
北
ブ

ロ
ッ
ク
で
の
獲
得
議
席
は
３
議

席
で
、
前
回
（
立
憲
民
主
党
４

議
席
、
公
明
党
１
議
席
）
を
下

回
る
結
果
と
な
っ
た
。

　

全
国
で
は
、
自
民
党
が
単
独

で
３
１
６
議
席
を
獲
得
し
、
３

分
の
２
の
３
１
０
議
席
を
超
え

た
。
し
か
し
な
が
ら
、
高
市
首

相
の
「
国
論
を
二
分
す
る
よ
う

な
大
胆
な
政
策
」
に
つ
い
て

は
、
超
短
期
決
戦
の
中
で
、
議

論
が
尽
く
さ
れ
た
と
は
い
え
な

い
状
況
に
あ
る
。
改
憲
発
議
に

は
衆
参
両
院
で
総
議
員
の
３
分

の
２
以
上
の
賛
成
が
必
要
だ

が
、
そ
の
ハ
ー
ド
ル
の
一
つ
が

加
入
促
進
ラ
ス
ト
ス
パ
ー
ト

加
入
促
進
ラ
ス
ト
ス
パ
ー
ト

新
採
用
職
員
へ
の
再
度
の
声
か
け
を
！

８
期
め
の
当
選
決
め
る

次
点
・
比
例
復
活
な
ら
ず

１
区
し
な

３
区
小
沢

２
・
８
衆
議
院
選
挙

【衆議院議員総選挙の結果】

岩手１区　しな　たけし　　
73,209 票　当選

岩手３区　小沢　一郎　　　
78,731 票　次点



【
来
年
度
の
組
織
体
制
】

　

２
月
４
日
、
当
局
は
来
年
度

の
組
織
・
職
員
体
制
の
概
要
を

公
表
し
た
。
東
日
本
大
震
災
の

復
興
定
数
を
49
人
と
し
、
人
口

減
少
対
策
、
子
ど
も
子
育
て
支

援
体
制
強
化
、
危
機
管
理
体
制

の
構
築
な
ど
、
複
数
の
分
野
に

わ
た
り
、
体
制
の
強
化
や
増
員

の
方
針
が
示
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、

各
県
税
部
・
県
税
セ
ン
タ
ー
の

課
税
部
門
を
集
約
し
、
盛
岡
に

「
県
税
セ
ン
タ
ー
」
を
新
設
す

る
組
織
再
編
も
行
わ
れ
る
。

【
職
員
体
制
の
見
込
み
】

　

知
事
部
局
職
員
数
は
２
０
２

５
年
度
当
初
か
ら
20
人
程
度
増

加
し
、
４
，２
１
０
人
規
模
と

見
込
ん
で
い
る
が
、
年
度
末
退

職
者
数
や
暫
定
再
任
用
の
継
続

を
希
望
し
な
い
者
の
増
加
に
よ

っ
て
は
満
た
さ
な
い
懸
念
が
あ

る
。

【
新
組
織
体
制
の
課
題
】

①
定
数
等
管
理
の
課
題

　

一
部
の
分
野
で
増
員
と
な
る

部
署
が
あ
る
も
の
の
、
組
織
定

員
的
に
は
例
年
と
ほ
ぼ
横
ば
い

で
あ
り
、
職
場
に
人
が
足
り
な

い
と
い
う
県
職
労
の
要
求
に
は

応
え
ら
れ
て
い
な
い
体
制
に
と

ど
ま
っ
て
い
る
。
昨
年
の
分
会

基
礎
調
査
で
の
要
求
数
は
１
２

８
人
で
あ
り
、
加
え
て
各
職
場

で
は
専
門
職
や
育
休
代
替
職
員

が
不
足
し
、
疲
弊
し
て
い
る
声

も
数
多
く
聞
く
。
当
局
は
こ
う

し
た
き
め
細
か
い
組
合
員
の
声

を
尊
重
し
、
厳
し
い
職
場
環
境

で
踏
ん
張
っ
て
い
る
職
員
に
報

い
る
た
め
の
増
員
を
行
う
べ
き

だ
。

　

一
方
、
昨
夏
に
県
南
広
域
振

興
局
農
政
部
の
盛
土
規
制
法
の

業
務
過
重
の
問
題
を
踏
ま
え
、

県
職
労
で
増
員
要
求
し
た
結
果
、

１
人
で
は
あ
る
が
増
員
が
実
現

で
き
た
こ
と
は
、
分
会
・
支
部

と
連
携
し
た
取
り
組
み
を
積
み

重
ね
た
成
果
と
い
え
る
。

▲菅原労働課長に要求書を提出した継枝職訓協議長（右）

　

１
月
16
日
、
職
業
訓
練
職
員

協
議
会
（
継
枝
正
行
議
長
）
は
、

要
求
書
を
取
り
ま
と
め
、
商
工

労
働
観
光
部
定
住
推
進
・
雇
用

労
働
室
の
菅
原
労
働
課
長
に
提

県
当
局
・
来
年
度
組
織
体
制
示
す

・
「
県
税
セ
ン
タ
ー
」
新
設
で
課
題
山
積
か

②
県
税
職
場
の
組
織
再
編
で
働

　
き
方
は
ど
う
な
る
？

　

来
年
度
の
組
織
体
制
の
最
大

の
課
題
は
県
税
組
織
の
再
編
だ
。

自
動
車
税
な
ど
の
主
要
な
課
税

部
門
を
盛
岡
の
「
県
税
セ
ン
タ

ー
」
に
集
約
す
る
一
方
で
、
各

県
税
部
・
県
税
セ
ン
タ
ー
の
体

制
は
納
税
部
門
が
主
と
な
り
、

職
員
配
置
は
大
幅
に
減
と
な
る
。

県
税
組
織
の
再
編
を
巡
っ
て
は
、

こ
れ
ま
で
も
税
務
職
員
協
議
会

に
お
い
て
税
務
課
長
交
渉
を
行

い
、
再
編
に
伴
い
想
起
さ
れ
る

課
題
の
改
善
を
求
め
て
き
た
。

県
税
セ
ン
タ
ー
へ
の
集
約
に
よ

り
若
手
職
員
の
指
導
や
業
務
ノ

ウ
ハ
ウ
の
蓄
積
等
も
期
待
さ
れ

る
が
、
各
公
所
の
職
員
数
は
大

幅
に
減
少
し
、
業
務
過
重
や
職

員
の
育
成
等
の
課
題
も
懸
念
さ

れ
る
。
再
編
後
の
組
合
員
の
働

き
方
を
検
証
し
、
改
善
を
求
め

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

【
今
後
の
取
り
組
み
】

　

県
職
労
は
２
月
28
日
の
第
１

３
５
回
臨
時
大
会
で
春
闘
要
求

方
針
を
確
立
し
、
３
月
上
旬
に

出
し
、
交
渉
を
行
っ
た
。

【
教
育
部
長
の
兼
務
発
令
解
除
と
新
規
採
用
】

　

教
育
部
長
の
兼
務
に
よ
り
学

生
指
導
が
不
足
し
負
担
が
増
し

て
い
る
た
め
、
兼
務
解
消
と
後

任
の
新
規
採
用
を
要
請
し
た
。

こ
れ
に
対
し
「
負
担
増
は
認
識

し
て
い
る
が
、
兼
務
解
消
や
新

規
採
用
は
制
度
上
す
ぐ
に
は
難

し
く
、
採
用
は
退
職
補
充
が
基

本
で
前
倒
し
は
困
難
。
た
だ
し

専
門
性
や
年
齢
構
成
の
課
題
は

人
事
課
と
共
有
し
て
お
り
、
必

要
に
応
じ
て
対
応
す
る
」
と
回

答
し
た
。

人
事
課
長
交
渉
を
行
う
。
来
年

度
の
組
織
・
職
員
体
制
を
質
し
、

業
務
量
に
応
じ
た
人
員
配
置
等

を
粘
り
強
く
要
求
し
、
改
善
を

求
め
て
い
く
。
春
闘
へ
の
結
集

を
改
め
て
お
願
い
す
る
。

【
再
編
整
備
計
画
の
情
報
共
有
】

　

再
編
整
備
基
本
計
画
の
策
定

に
関
し
、
訓
練
科
の
存
続
や
新

設
内
容
が
不
透
明
で
不
安
が
あ

る
た
め
、
情
報
共
有
と
現
場
意

見
の
反
映
を
要
請
し
た
。
こ
れ

に
対
し
「
現
場
と
の
情
報
共
有

に
つ
い
て
異
論
は
な
く
、
既
に

Ｗ
Ｇ
や
準
備
会
議
で
議
論
を
進

め
、
教
育
部
長
や
各
校
長
を
メ

ン
バ
ー
に
加
え
て
い
る
。
３
月

に
は
検
討
会
議
を
開
催
予
定
で
、

今
後
も
教
職
員
等
の
意
見
を
踏

ま
え
て
計
画
を
ま
と
め
て
い

く
」
と
回
答
し
た
。

【
指
導
員
経
験
者
の
校
長
へ
の
登
用
】

　

指
導
員
経
験
者
が
校
長
に
付

く
こ
と
は
、
教
育
現
場
と
し
て

重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
宮
古

校
長
の
役
職
定
年
を
踏
ま
え
、

指
導
員
経
験
者
の
校
長
登
用
を

要
請
し
た
。
こ
れ
に
対
し
「
高

等
技
術
専
門
校
の
校
長
・
校
長

補
佐
は
、
基
本
的
に
現
場
を
十

分
分
か
っ
て
い
る
方
が
配
置
さ

れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
」
と
回

答
し
た
。

【
自
動
車
シ
ス
テ
ム
科
の
体
制
充
実
】

　

正
規
指
導
員
不
足
へ
の
増
員

要
請
に
対
し
、
「
２
校
か
ら
組

織
要
求
が
あ
っ
た
が
厳
し
い
状

況
。
安
全
確
保
の
た
め
２
名
体

制
は
必
要
と
理
解
す
る
が
、
定

数
や
予
算
の
制
約
か
ら
増
員
は

困
難
で
、
指
導
員
全
体
の
中
で

対
応
を
図
る
必
要
が
あ
る
」
と

回
答
し
た
。

　

労
働
課
長
に
は
、
訓
練
現
場

の
状
況
に
理
解
を
示
し
て
い
た

だ
き
、
課
題
の
改
善
に
つ
い
て

協
議
を
継
続
し
て
い
く
こ
と
を

確
認
し
た
。

▲課題改善に向け交渉に臨む職訓協交渉団（手前）

訓
練
現
場
の
安
心
確
保
へ

　
　
　
　
　
　
再
編
と
体
制
の
改
善
を

職
訓
協
　
定
住
推
進
・
雇
用
労
働
室
労
働
課
長
交
渉
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